
平成２１年度／農村景観・自然環境保全再生パイロット事業

農林水産省農村振興局
（社）農村環境整備センター

公募案内

豊かで美しい農村づくりを
助成金でサポートします！

－農村は未来への財産です－

住む人が、故郷と誇れる農村。訪れた人々が、故郷にしたいと思う農村。

いま全国で、そんな農村づくりが始まっています。

もっと多くの方々に参加していただくために、また、その活動が円滑に

続けられるよう、助成金を支給しサポートします。

農村の豊かな自然と心やすらぐ風景を一緒に育てていきましょう。



◆景観形成の促進に資する活動

◆自然環境の保全・再生の推進に資する活動

Q：どんな活動が助成を受けられるのですか？

A：農村の美しい風景や文化的な景観を保全・再生したり、新

たに作ったりする活動や、景観をそこねるものの撤去活動

などです。

放棄田の草刈り
や畦の維持、棚
田の法面の保護
や補修など

水路や農道な
どの美化活動
や、不調和な
看板の撤去な
ど

古い土蔵や石
碑など、農村
の景観にとっ
て重要な文化
資源の保全な
ど

沿道への花植
えや生け垣の
統一、畦畔木
の植林や保全
など

A：生態系や水質などの自然環境の保全や再生をするための

活動など。それにかかわるさまざまな調査や研究も含ま
れます。

多自然型水路
の保全や維持
管理、湿地の
造成や管理な
ど

動植物の調査、
水田魚道の設
置や遡上調査、
水質のモニタ
リングなど

A：農村や自然のことをもっと知るための研修会や体験学習

会などの「啓発・普及活動」も助成対象になり
ます。ただし、景観形成の促進、自然環境の保全・再生と
あわせて実施する必要があります。



a応募申請書の提出 b審査から採択まで c事業の実施

e活動結果報告書の提出 d遂行状況報告書の提出

※この事業は１年ごとに審査されます。

今回は交付決定日から平成22年２月28日までに実施され、結果報告書が提出できる

活動が対象となります。交付決定前に実施した活動は助成の対象となりませんので、

注意してください。

助成金を受けるまでの流れを見てみましょう。

「農村景観・自然環境保全

再生パイロット事業公募要

領・細則」を読んで申請書

を作り、応募します。

・予定：５月上旬

～５月29日（必着）

各地方農政局において

審査委員会を開催し、

採択の可否を決定しま

す。

・予定：７月上旬

～７月中旬

補助金交付決定の通知が

きたら申請した活動に取

り組みます。

・予定

交付決定日（７月上旬

～中旬）～翌年２月28

日まで

具体的な活動内容や実施方法、

かかった経費を報告書にまとめ

て提出します。

・予定：翌年３月上旬

Q：どんな地域での活動に助成が受けられますか？

A：まず主たる活動の場が「農業振興地域」であること。

その中でも「景観農業振興地域整備計画区域｣、または、

田園環境整備マスタープランに基づき設定された「環境創
造区域」か「環境配慮区域」とされる区域です。活動する
地域が該当するかどうかは、その地域の市役所や町村役場に

聞いてみてください。

Q：どんな団体が助成を受けられますか？

A：特定非営利活動法人（NPO法人）か、法人格がなくても

各地方農政局長が認めた団体（非営利）であれば対象に

なります。

活動状況の進捗度（金額ベース）

を記入した報告書を提出します。

・10月31日

・１月31日

f
助成金の交付



問い合わせ先

農林水産省農村振興局 整備部 農地資源課 ℡（代） 03-3502-8111

東北農政局 整備部 地域整備課 ℡（代） 022-263-1111

関東農政局 整備部 地域整備課 ℡（代）048-600-0600

北陸農政局 整備部 地域整備課 ℡（代）076-263-2161

東海農政局 整備部 地域整備課 ℡（代）052-201-7271

近畿農政局 整備部 地域整備課 ℡（代）075-451-9161

中国四国農政局 整備部 地域整備課 ℡（代）086-224-4511

九州農政局 整備部 地域整備課 ℡（代）096-353-3561

内閣府沖縄総合事務局 農林水産部土地改良課 ℡（代）098-866-0031

応募申請書の提出先

社団法人 農村環境整備センター

〒 103-0011東京都中央区日本橋大伝馬町 11-8

フジスタービル２ F

℡ :03-5645-3671、Fax:03-5645-3675、 http://www.acres.or.jp

Q：どんな経費を助成してくれるのですか？

草刈り機、バケツや
スコップなど、活動
に必要な備品の購入
代金

研修会や勉強会の講師
に支払う謝礼や、啓発
資料の原稿料など

木材やパイプ管など、
実際の整備に必要な資
材の購入代金

パソコンなど活動以外
でも使える事務機器等
の購入費用は認められ
ません

A：申請した活動に直接かかる様々な経費が助成の対象となって

います。
なお、助成の上限は150万円です。

報告書やパンフレッ
トの印刷製本費や消
耗品費など

詳細は

「農村景観・自然環境保
全再生パイロット事業公
募細則」をご覧ください。
各農政局にて配布しています。
また、農林水産省あるいは（社）
農村環境整備センターのホーム
ページからもダウンロードでき
ます。

●農林水産省
http://www.maff.go.jp/j/nousin/
tyusan/hozen_saisei/index.html

●農 村環 境 整備 セン ター
http://www.acres .or. jp/Acres
/nouson_saisei/index.htm


